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2 天津一汽豊田汽車有限公司（日本名：天津一汽トヨタ自動車有限会社，英語名：Tianjin FAW Toyota 
Motor Co.,Ltd. 略称：TFTM）は2000 年6 月設立，資本金は4 億803 万米ドル，出資比率は中国
側50%（中国第一汽車集団公司20%，天津一汽夏利汽車股份有限公司30%），日本側50％（トヨタ
自動車株式会社40%，トヨタ自動車中国投資有限会社10%）で，第1工場（生産能力12 万台）が































                                                     
3 広州豊田汽車有限公司（日本名：広州トヨタ自動車有限会社，英語名：Guangzhou Toyota Motor 
Co.,LTD，略称：GTMC。2004年9月1日設立，2006 年量産開始。生産能力20万台。同上による。 
4 豊愛（広州）汽車座椅部件有限公司。Tier1のシートメーカーは広州 INTEX 汽車飾件有限公司。 
5 この2社以外でシート骨格の生産工程を独立させているのは，トヨタ系列では，アメリカのToyota 






















 天津豊愛汽車座椅部件有限公司（Tianjin Feng’ai Automotive Seat Parts 
Co.,Ltd）は，トヨタ紡織とアイシン精機の合弁会社で，2005 年 11 月 1 日に
設立，2007 年 5 月に量産を開始している。資本金は 1650 万米ドルで，出資比
率はトヨタ紡織 51%，アイシン精機が 49%とトヨタ紡織がマジョリティを取っ
ており，董事の数もトヨタ紡織 3 人，アイシン精機 2 人となっている。経営責
任者については,  董事長をアイシン精機,  副董事長をトヨタ紡織が出す一方
で，総経理はトヨタ紡織，副総経理はアイシン精機が出している。駐在員は双














方が 3 人ずつの現地態勢である。 
天津豊愛は，シートの部品であるシート骨格を生産するメーカーで，天津一
汽トヨタ第 3 工場で生産されるカローラ用のシート骨格を，シートメーカーで
ある天津 INTEX8に，カローラがモデルチェンジした 2007 年 5 月から月間
14,000 台供給している。さらに，ヴィオスがモデルチェンジした 2008 年 2 月
からは，天津一汽トヨタ第 1 工場で生産されるヴィオス用のシート骨格を，同
じくシートメーカーである天津華豊9に月間 6,000 台で供給開始した。 
また，2009 年 3 月からは，第 3 工場で新たに生産される RAV4 用のシート




 供給先のシートメーカーが天津華豊と天津 INTEX の二つに分かれているの
は，天津一汽トヨタの工場が第 1 工場は天津市西部，第 2 工場と第 3 工場が同
市東部の 2 箇所に分かれており，この 2 箇所が距離にして 81km，トラック便
で 110 分かかるほど離れていることから，この両方の工場でシートの順序納入
を実現するため，天津一汽トヨタ第 1 工場の近くに天津華豊を置き，第 2，第
3 工場に隣接して天津 INTEX を置いているためである。 




                                                     
8 天津 INTEX（中国名：天津英泰汽車飾件有限公司，英語名：Tianjin Intex Auto Parts Co.,Ltd.）
は，2003 年4月設立，資本金は1千万米ドルで，トヨタ紡織が75%，長春一汽四環汽車股分が25％
を出資している。 
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5
 これに対して，天津市西部のトヨタ第 1 工場の場合は，Tier1 のシートメー








INTEX の間でもこの順序納入が行われているが，天津 INTEX の場合はシート
骨格の生産工程を Tier2 の天津豊愛が行っていることから，トヨタと Tier1 と
Tier2 の 3 社の間で順序納入が行われているのが大きな特徴である。 

























 天津一汽トヨタ第 3 工場の組み立てラインにおいて，シートの組み付けが行
われるのは，最初の工程から数えて 148 工程目である。天津一汽トヨタ第 3 工
場のタクトタイムは約 1 分であるので，ここではちょうど 1 分と仮定して考察
してみよう。 
まず，塗装を完了したボディが組み立てラインに入るときに順序情報がテレ

















INTEX への運搬は 1 直 8 時間の間に 44 回，2 直 16 時間で 88 回もの運搬とな







 天津豊愛の生産に必要な部品は，天津市内 8 社，上海，広州など遠隔地 7 社，
日本 3 社から供給されている。このうち，日本からの供給の割合は金額ベース
で 3 割程度であり，残りの 7 割が中国現地での調達となっている。天津一汽ト
ヨタからみて天津豊愛は Tier2 であるから，これらのサプライヤーは天津一汽














天津豊愛から 1 日あたり 2 便が運行している。物流業者は天津豊田物流で，集
められた部品は 2 便とも天津豊田物流の倉庫に搬入される。この倉庫には，輸
入分と遠隔地分も搬入され，佛山 AI と東洋喜島の分を除く天津豊愛の生産に
必要なすべての部品が，ここから 1 日 1 回，天津豊愛に納入されている。その




 1 日あたり 2 便のミルクランは，同じコースを回るのではなく，異なるコー
ス，すなわち A コースと B コースを回っている。ただし，集荷量の多い 4 箇
所は両コース共通で，1 日に 2 回立ち寄って集荷が行われている。この 4 箇所
の名称と，体積表示した 1 日あたり集荷量，天津豊愛の 1 日あたりの集荷量に
占める比率は以下の通りである。 
 
凌雲12    14.47 ㎥ 30.1％ 
富川13    10.38 ㎥ 21.6％ 
三洋貿易14   0.30 ㎥  0.6％ 




ースである。このコースで 1 日に 1 回立ち寄るのは次の 3 社である。 
 
津栄16        0.08 ㎥  0.1% 
仁益17     0.34 ㎥  0.7% 
龍巳18        0.22 ㎥  0.5% 
 


















津豊田物流に戻るコースである。このコースで 1 日に 1 回立ち寄るのは次の 1
社である。 
 
笠谷19    0.42 ㎥  0.9% 
  
 以上のように，ミルクランを A コースと B コースに分け，多荷量 4 社は 1













127.58 ㎥から 79.54 ㎥分も削減されて 48.04 ㎥となり，デポ化の前の 3 分の 1
となっている21。また，天津豊愛の部品必要スペースも，1,176.32 ㎡から 835.78
㎡分削減されて 340.54 平方メートルとなり，デポ化前の 4 分の 1 となってい
る。体積，床面積ともに大幅な節約である。 




















るサプライヤーは， HEXAS，広州白木，林スプリングの 3 社と天津豊通が集
荷して納入する分がある。これら4社は週1回のトラック便で輸送されており，
体積表示した 1 回あたり集荷量は下記の通りである。 
 
HEXAS22       0.16 ㎥ 
広州白木23     0.67 ㎥ 
林スプリング24  1.33 ㎥ 
天津豊通25      0.90 ㎥ 
 
                                                     





を出資している。2003 年10 月設立，2005 年4月生産開始。
http://www.shiroki.co.jp/news/pdf/170308.pdf および
http://www.shiroki.co.jp/news/pdf/180803b.pdf 
24 林氏弾簧（蘇州）有限公司Hayashi Spring (Suzhou) Co., Ltd.は，江蘇省蘇州市に立地するスパ
イラルスプリングのメーカー。林スプリング製作所が100％出資する独資企業で，資本金は127 万
米ドル。1997 年9 月設立，2003年6月生産開始。http://www.hayashi-spring-sz.com/ja/gsjj.htm 
25 豊田通商（天津）有限公司。 





後者の天津豊愛に直接納入するサプライヤーは佛山 AI26と東洋喜島27の 2 社




ている。このうち，トヨタ紡織から月間 30.59 ㎥，豊田通商から月間 0.03 ㎥が










る。たとえば，船便が週 1 回であれば，1 週間分の部品在庫が必要である。さ





                                                     





























また，Tier2 による Tier3 からのミルクラン引き取りに加えて，物流倉庫会
社と契約してカンバン発注を行っていることも新しい方式として注目されるが，
部品在庫が見えにくくなることや，物流会社の倉庫利用コストが発生すること
もあり，トータルでの評価が必要である。これも今後の課題としたい。 
